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令和３年度 第９号 令和３年１２月２３日（木）発行 

今年の３年生が来春の進路に向けて準備してきた大学の推薦型選抜や総合型選抜，就職・公務員試験の結果が出ました。国

公立大学では福島大学行政政策学類１名，共生システム理工学類１名，山形大学地域教育文化学部１名，工学部１名，秋田大

学国際資源学部１名が合格しました。私立大学では東北学院大学９名，東北福祉大学９名，東北医科薬科大学薬学部２名など

多数が合格しました。就職では角田市役所１名，丸森町役場３名，アルプスアルパイン株式会社２名，仙南信用金庫１名など

が合格しました。年明けには共通テストがあり一般受験をする生徒が多数控えています。焦らず，普段の実力を発揮してくれ

ることを期待しています。 

令和３年度 語学研修～ブリティッシュ・ヒルズ国内研修～ 

１２月１４日（火）から３日間， 福島県天栄村にあるブリティッシュ・ヒルズで語学研修を実施しました。１年生１３

名，２年生１０名，合計２３名が参加しました。学校で事前学習を重ね，現地では８つのレッスンを受講しました。１コマ

９０分のレッスンが全て英語で行われましたが，生徒達は集中力を持続させて取り組んでいました。イギリスの文化を体

感できる素晴らしい環境の中，英語でのコミュニケーションに挑戦し，充実した研修となりました。 

「語学研修の感想」       ２年１組 一條さくら 
 私はこの語学研修でとても刺激的な３日間を過ごすことがで

きました。はじめに，研修施設の広さとイギリスにいるような非日

常感を味わえるアンティークな館内に驚きました。英国文化を疑似

体験しながら英語を学ぶという経験ができて楽しかったです。そし

て角田高校を代表したスピーチでは，自分の英語力に対する不安で

緊張していましたが，施設のスタッフに「自信を持って」と言われ

て精一杯スピーチをすることができました。そのスタッフとは最終

日に名前を呼び合うほど仲良くなれたのでとても達成感を感じま

した。また、SDGsについて英語で議論する授業では，地球をよくし

ていくには何をすべきなのかを具体的に考えることができてよか

ったのですが，英語で表すのがとても難しかったです。最後に，こ

の研修を無事に終えることができてよかったです。今回経験したこ

とは将来役に立つと思うので，研修に関わったたくさんの方に感謝

して自分の夢を実現できるよう頑張りたいです。 

https://kakuko.myswan.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「函館の旅」              ２年次主任 軽部熊一 

１２月１日（水）～３日（金）の日程で函館方面への修学旅行を実施しまし

た。当初の予定では，３泊４日で関西方面への修学旅行を計画していました

が，新型コロナウイルス感染症にともなう社会情勢を鑑み，日程と旅行方面

を変更して実施しました。１日目は五稜郭タワーと函館山での活動がメイン

となりました。五稜郭タワーでは，戊辰戦争最後の戦いの場となった五稜郭

に思いを馳せる生徒もいれば，よく当たるという評判の手相占い機に願いを

かけて，その結果に一喜一憂する生徒もいました。函館山での活動は，強風

の影響でロープウェイが運行せず，予定を変更することとなりました。「百万

ドルの夜景」を断念するのは名残惜しいものがありましたが，生徒たちの気

持ちの切り替えは早いものでした。代わりの活動として設定した，赤レンガ

倉庫群周辺のイルミネーションを，強風をものともせず満喫しました。２日

目は，午前中に体験工房レストランポロト館で体験学習に取り組みました。

毛皮のキーホルダー製作と生キャラメル作りを行いました。手作り生キャラ

メルの甘さとなめらかさは何とも言えないものでした。昼食にいただいたジ

ンギスカンの味も格別でした。午後は，函館市内の自主研修です。私たち教

員も巡回しながら市内を散策しました。気温が低く，好条件と言える天候で

はない中，生徒たちはここでもたくましさを発揮します。「今からハンバーガ

ーショップ行ってきます！」，「修道院に行こうとしたら行き先の違うバスに

乗ってしまい，タクシーを使いました」等々。見知らぬ街で経験するすべて

のことを楽しんでいました。３日目は朝から雨でした。修学旅行最終日は，

赤レンガ倉庫群を発着点としての自主研修でした。雨の影響で，早めに自主

研修を終えて帰ってくる生徒がいることを想定し，バスを発着点に待機して

もらいました。終わってみれば，集合時間まで帰ってくる班はありませんで

した。「めっちゃ楽しかった！」と生徒は口々に言います。どんな環境にあっ

ても楽しみに替えてしまう角田高校生に，頼もしさを感じました。修学旅行

実施にあたっては，生徒一人ひとりが感染症予防に確実に取り組んだこと，

御家庭や学校における日頃の感染症予防がしっかり行き届いていたこと，保

護者の皆様の御理解と御協力があって初めて可能となりました。修学旅行中

の楽しそうな生徒の姿を見て，「ああ，本当に実施できてよかった」と，心か

ら思いました。生徒たちにとっても，高校生活を彩る素敵な修学旅行になり

ました。御協力いただいた皆様，本当にありがとうございました。 

１２月８日（水）山元町山下地域交流センターにおいて，公益財団法人

マークスホールディングス育英会が主催する助成贈呈式に小川校長が出

席し，フレスコ株式会社代表取締役社長の菊地盛夫様より，助成の対象と

なった「移動用パーソナルアンプシステム」の目録を受け取りました。こ

の育英会助成は，教育の充実及びより良い教育環境づくりのために，教育

現場で必要となる教材・教具・設備等の購入費用を助成するもので，今回

多くの申請の中から本校が選ばれました。いただいた「移動用パーソナル

アンプシステム」は，移動可能でダイバーシティチューナーを備え，無線

マイクを同時に３本使用しても円滑に音がとおり，会議室や講義室での講

義や講演会に有効に使用しています。今後は総合的な探究の時間における

生徒の発表や質疑応答でも活用されることも期待されます。 

２０２１年度下期マークスホールディングス育英会助成贈呈式 


